


 

 

当初のイメージと製作した素材との比較 

Bb54％、N25％、W21％

●協力／㈱ソトー、泰平商会㈱、茶仙染工㈱、レマン㈱  
　　　　　 （順不同）

タイトル 

【 藤 】

イメージとあまり違いはなく、想像に近いものができました。
素材が思っていたより薄くなってしまいました。楊柳機でしな
やかに垂れさがる藤をイメージできてよかったです。

私はよく気分転換に街へ出たり、公園へ行ったりするのですが、季節がら藤がきれ
いに咲いていて、藤の花をテキスタイルに落とし込もうと思いました。藤の花は一
つ一つの花びらは小さいけれど、密集することによって油絵の点描画のように見え
たりして、アート感を感じました。この点描画のイメージでテキスタイルにしたら、素
敵なガーメントが出来ると思います。藤のふっくらとしたイメージをスピンドルシル
エットに落とし込み、アーティスティックな印象のワンピースを作製したいです。テ
キスタイルは、全体を薄い紫にし、花の凹凸感を糸のループで表現させたいです。
また、つるの部分をストライプで表現し、緑も引き立つようなテキスタイルにしたい
です。デザインは、花びらのくるんとした部分を袖に落とし込み、藤のふっくらした
形をペグトップのシルエットで表現しました。特に紫は色の明度、彩度、色相によっ
てミセスにもヤングにも変化する難しい色ですので、あくまでもヤングのイメージ
を保ったテキスタイルにしたいです。色には特にこだわりを持って製作したいです。

新たな発見や学んだ点、苦労した点 
経糸だけの時と、緯糸を打ち込んだ時とでは、色合いがかなり
変化することがわかりました。

製作にあたって
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